
【 分  類 】

　①みずべ環境 （名水、湿地、いきもの　等）
　②水辺風景 （紅葉、夕陽、ホタル　等）
　③河川・水に関わる施設 （護岸、床固め、堰、水門、浄水場など）
　④歴史的風土・建造物 （祭り、地形、街並み、土木遺産　等）
　⑤史跡・文化財 （寺社仏閣、城　等）
　⑥公園・賑わい施設 （桜並木、親水公園、キャンプ場　等）
　⑦その他 （食材、耕作物、公共施設　等）

奈-001 奈-002

分類 分類

宇陀市榛原区 曽爾村今井

“たからもの”解説 “たからもの”解説

地区エリア 奈良県域

所在地 管理者 所在地 管理者

流域圏の“たからもの”とりまとめ様式

宇陀川（墨坂神社）
（うだがわ・すみさかじんじゃ）

兜岳・鎧岳・屏風岩（青蓮寺川沿い）
（かぶとだけ・よろいだけ・びょうぶいわ）

　②水辺風景 　②水辺風景

奈-003 奈-004
分類 分類

宇陀川の桜並木（うだがわのさくらなみき） 曽爾高原湧水群（そにこうげんわきみずぐん）

桜並木が続き、春には地域住民によってお花見に
利用され、河川空間が憩いの場となっている。

平成の名水百選に選定されている。室生赤目青山
国定公園内にあり、お亀池を中心に点在している。

曽爾村宇陀市榛原区 奈良県宇陀郡曽爾村

“たからもの”解説 “たからもの”解説

所在地 管理者 所在地 管理者

たからもの 解説
神社正面に架かる宮橋は、参道を思わせる朱塗り
の人道橋として整備が行われており、緑豊かな河
道にアクセントを加える景観が形成されている。

たからもの 解説
川沿いの道路の一部が東海自然歩道ルートに
なっており、川沿いに兜岳・鎧岳・屏風岩などの特
異な形状の山々を望むことができる。

　②水辺風景 　①みずべ環境

曽爾村WEBサイトより引用



【 分  類 】

　①みずべ環境 （名水、湿地、いきもの　等）
　②水辺風景 （紅葉、夕陽、ホタル　等）
　③河川・水に関わる施設 （護岸、床固め、堰、水門、浄水場など）
　④歴史的風土・建造物 （祭り、地形、街並み、土木遺産　等）
　⑤史跡・文化財 （寺社仏閣、城　等）
　⑥公園・賑わい施設 （桜並木、親水公園、キャンプ場　等）
　⑦その他 （食材、耕作物、公共施設　等）

地区エリア 奈良県域

流域圏の“たからもの”とりまとめ様式

奈-005 奈-006

分類 分類

“たからもの”解説 “たからもの”解説

所在地 管理者 所在地 管理者

宇陀市菟田野区古市場 宇陀市榛原区福地 奈良県

宇陀水分神社（うだみくまりじんじゃ）
宇陀川浄化センター

（うだがわじょうかセンター ）
　④歴史的風土・建造物 　③河川・水に関わる施設

奈-007 奈-008

分類 分類

平成13年4月、室生ダムの貯水池湖畔にオープン
した。宇陀川と宇陀川を囲む山並みが美しい場所。

奈良時代末、東宮（のちの桓武帝）の病気平癒を
願に興福寺の僧賢憬（賢璟） が創建した。シャクナ
ゲやモミジが境内を美しく彩ることでも有名。

奈良県宇陀市榛原区 宇陀市 宇陀市室生78

“たからもの”解説 “たからもの”解説

　⑥公園・賑わい施設 　②水辺風景

著作権に配慮し、掲載していない

所在地 管理者 所在地 管理者

たからもの 解説 たからもの 解説
水分とは「水配り」で、古くから農耕とかかわって神
聖視され、崇敬を集めている。湧水は、引水されて
参詣者の喉をうるおしている。

宇陀川流域の水質保全のため、昭和６２年に完成
した。

平成榛原子供の森公園
（へいせいはいばらこどものもりこうえん）

室生寺の紅葉（むろうじのもみじ）



【 分  類 】

　①みずべ環境 （名水、湿地、いきもの　等）
　②水辺風景 （紅葉、夕陽、ホタル　等）
　③河川・水に関わる施設 （護岸、床固め、堰、水門、浄水場など）
　④歴史的風土・建造物 （祭り、地形、街並み、土木遺産　等）
　⑤史跡・文化財 （寺社仏閣、城　等）
　⑥公園・賑わい施設 （桜並木、親水公園、キャンプ場　等）
　⑦その他 （食材、耕作物、公共施設　等）

地区エリア 奈良県域

流域圏の“たからもの”とりまとめ様式

奈-009 奈-010

分類 分類

奈良市富雄北

“たからもの”解説 “たからもの”解説
ガ

旧奈良駅舎（きゅうならえきしゃ）
旧富雄変電所（旧大阪電気軌道の変電所）

（きゅうとみおへんでんしょ）
　④歴史的風土・建造物 　④歴史的風土・建造物

奈良市観光協会WEBサイトより引用

所在地 管理者 所在地 管理者

奈良市三条本町1

昭和9年の建築で、洋風の建物と、寺院風屋根が
特徴の和洋折衷の駅舎。駅の高架化に伴い、その
役目をいったん終えたがH21年７月奈良市の総合
観光案内所として生まれ変わった。

富雄駅のすぐ北にある赤レンガの近代建築。旧大
阪電気軌道（現在の近畿日本鉄道）の変電所で大
正3（1914）年に建てられた。現在はスペイン料理
店として注目をあびている。


